




1980 年に日本産婦人科学会内に発足した妊娠中毒症問題委員会(委員長:鈴木雅洲)では,

新しい重症度基準(案)を規定し,妊娠中毒症の重症度を表現する時には Organization 

Gesto-sis(OG)の Gestosis Index(GI)を使用することを提案している。今回われわれは重

症妊娠中毒症を合併し,未熟児出産となった症例について,GI と児の発育・予後について検

討した。A.対象と方法:1977年 1 月～1983 年 9月に東北大学医学部付属病院産婦人科にて

管理・出産した重症妊娠中毒症 52 例を対象とした。妊娠中毒症の程度は浮腫(E),蛋白尿

(P),収縮期血圧(S),拡張期血圧(D)を点数化して表現した OG の Gestosis Index(GI)の総点

とその各因子別得点で表現し，分娩前の最高点の GI を使用した。また,当教室で作成した

出生体重のパーセンタイル曲線を用い,10 パーセンタイル以下を示したものを small for 

gestational age(SGA)とした。 


